日本開業医支援研究会のご案内　　　④

一般社団法人全国中小企業アシスト協会は、２０１７年から全国で一般企業様、営業社員向営業支援コンサル事業を行ってきた実績とノウハウをもとに、日本開業医支援研究会を設立し、地域住民の健康を守る開業医の経営支援を始めさせていただきました。

日本開業医支援研究会としての主な支援内容とは？
一般的な経営指導、開業支援等ではなく、「実践的な接遇教育」と「クレーム対策と集患」及び「トラブルを起こさない自由診療の提案ノウハウ等」の提供になります。

1 すべての開業医にとって共通の新たな脅威の深刻化
「インターネット・SNSの普及によるクリニックの大きなリスク」
・Google口コミ、SNSの影響（たった1つの低評価がクリニックの評判を左右する）
・自由診療（美容医療・審美歯科など）は口コミで患者の離脱リスクが高まるため、
　悪い口コミを防ぐスキルを持つことが必須である。
・社会保険診療でも口コミの影響で患者が離れるリスクがある。

2 法規制・患者の権利意識の高まりによるリスクの拡大
・訴訟や消費者トラブルの増加により、クリニックもより慎重な対応が求められるため、
　適切な説明、合意形成スキル、コミュニケーションスキル向上が求められる。

3 自由診療の提案ミス
・医師が良かれと思い自由診療を提案するが、患者は高額な治療をすすめられたと
　勘違いし、結果的にクレームを誘発してしまう。
自由診療を提案するためのスキルが求められている。
上記のリスク回避を可能とするのが国内初の日本開業医支援研究会が提供する‥
【ネガティブレビュー対策×自由診療率倍増×スタッフ接遇教育のクリニック経営戦略】
▶このプロジェクトにより得られるもの
1 院長、クリニックスタッフのための“実践的な接遇教育”
2 口コミ低評価（星１）を無くし、口コミ高評価増加の実現（高評価量産スキル）
3 平均評価★4.2以上を維持し、Google検索順位向上、新患募集、患者の流出防止等
4 ストレスフリー自由診療提案スキルにより、自由診療の売上倍増

▶クリニックの高値安定経営の実現
これらリスクを解決し、院長の夢の実現させるために、今、もっとも必要とされているものは、治療技術ではなく、設備でもなく、施設立地でもありません。
医師とスタッフの“患者とのコミュニケーション能力”であると考えております。
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